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・薬科大学・薬学部（薬学科）の正式名称

武庫川女子大学薬学部 薬学科（6年制課程）

・所在地

兵庫県西宮市甲子園九番町 11番 68号

・大学の建学の精神および大学または学部の理念

武庫川学院は、私学としての個性・特色を発揮して存在意義を高めるため、創設者

（校祖）公江喜市郎が思い描いた教育理念である「立学の精神」「学院教育綱領」を

掲げており、設置するすべての学校・園の精神的礎となっている。「立学の精神」に

は、“高い知性、善美な情操、高雅な徳性を兼ね備えた有為な女性の育成”をうたっ

ているが、その理念を具体的に示すため、「教育目標」を 2008年 3月に定めた。そ

の「教育目標」では、「常に真理を追い求める、すぐれた知性」、「感性豊かな、潤い

のある心」、「人を思いやり、人のために尽くす精神」の 3つを兼ね備えた女性の育

成をめざし、幅広い教養と豊かな人間性をはぐくむ全人教育を実践し、人・家庭・

社会に貢献できる女性の育成をめざすとしている。

加えて、この教育目標の実現に向け、自立した学生を社会に送りだすため、主体性・

論理性・実行力を培う女子教育に教職員が一丸となって取り組む「教育推進宣言」

を 2011年 12月に発表している。

武庫川女子大学は、 1949年 4月に学芸学部国文学科・生活科学科の 1学部 2学科

で開学したが、これまで幾多の変遷を重ね、現在では文学部、健康・スポーツ科学

部、生活環境学部、音楽学部、看護学部及び薬学部の 6学部（14学科）を有する全

国有数の女子総合大学へと発展を遂げている。

本学の目的は、「武庫川学院立学の精神に基づき、女子に広く知識を授けるととも

に、深く専門の学芸を教授研究し、高い知性と善美な情操と高雅な徳性を兼ね具え

た有為な日本女性を育成して、平和的世界文化の向上に貢献することを目的とす

る。」と大学学則に定めている。

薬学部は、 1962年 4月に開設し、 2006年度から薬学教育制度の変更に伴って、

現在は 6年制の薬学科及び 4年制の健康生命薬科学科の 2学科を編成しているが、

その教育研究によって養成する人材像は、「幅広い教養と人間性豊かな専門知識を基

盤として、医療と薬並びに健康に関わる多様な分野で、医療人としての薬剤師業務

をはじめ、薬の創製・管理、衛生薬学、薬事行政などの諸活動を通して、薬学に課

せられた社会的使命を遂行し得る有為な女性を養成することを目的とする。」と大学

学則に定めるとともに、 2学科それぞれの目的についても大学学則に定めている。



（参考）

「立学の精神J

本学院の教育は、建国の理想に遵い、平和的な国家及び社会の形成者と し

て、高い知性と善美な情操と高雅な徳性とを兼ね具えた有為な女性を育成

することにある。特に女子総合学院の特質に鑑み、一貫教育の方針を堅持

し、わが国女性の伝統的美風を尊重して、その民族的使命を自覚するとと

もに、個性豊かな文化を創造して、新日本の建設に貢献し得べき女性の要

請を期し、その使命達成のために学園を挙げてその力を致す

「学院教育綱領J

・真理を愛し、合理的に思考し処理する実力を啓培（けいばい）する。

・信義と礼節とを弁（わきま）え、貞潔にして愛情豊かな女性を養成す

る0

・義務と責任を重んじ、自律的に行動する態度を確立する。

・敬愛と協同の精神を養い、国家社会の興隆と民族の福祉に貢献する徳

性を練磨する 0

・ 勤労を愛好し、強靭（きょうじん）な体力を増進し、実践照行（きゅ

うこう）の精神を酒養（かんよう）する



・ディプロマ・ポリシ一、カリキュラム・ポリシ一、アドミッション・ポリシー

［ディプロマ・ポリシー：；薬学部薬学科】

1. 知識・理解

①医療人としての使命感と倫理観を有する

②豊かな教養と医薬品および臨床に関する専門的知識を有する

③コンブライアンス（法令遵守）の必要性を理解する

2. 技能・表現

④薬剤師として、医薬品の供給、調剤、服薬指導、処方設計、安全性・有効性、

リスク管理およびチーム医療への参画に必要な薬学的能力を有する

⑤薬剤師業務および関連業務で必要なプレゼンテーション能力とコミュニケー

ション能力を有する

⑥薬物療法および地域の医療・健康・予防・福祉介護等の実践等に必要な基礎的

な科学技術を有する

3. 思考・判断／態度・志向性

⑦進歩する医療や科学について、自ら学び、考え、問題点を発見し、解決する能

力を有する

③薬剤師として、患者・生活者医療と医薬品を巡る社会的動向を把握し、生涯に

わたり自己研鏑を続ける意欲と態度を有する

⑨次世代を担う薬剤師人材を育成する意欲と態度を有する

［カリキュラム・ポリシー（教育課程編成に関する方針）】

薬剤師として高度な専門知識と臨床能力を身につけ、医療をはじめとする多様な

分野で社会貢献できる有為な人材を養成するために、教養科目、語学教育科目、基

礎科学科目に続いて、薬剤師教育カリキュラムのガイドラインである改訂「薬学教

育モデル・コアカリキュラム」（平成25年12月、文部科学省薬学系人材養成委員会）

に準拠した科目と本学独自の科目を適切に配置したカリキュラムに則り、薬剤師受

験資格取得を目標に、次のように実施する。

1) 1～2年次は、教養教育科目、基礎的科学力と語学力、および、薬剤師に必須な

コミュニケーション力を学び、薬剤師への志向と学修意欲の向上を図る。

2) 2～3年次は、薬学を理解し、薬剤師に必要な基本的な科学知識・技能を養う。

3) 3～5年次は、医療の高度化に対応するために、薬剤師に必要な医薬品の有効

性・安全性、病態治療、健康・環境について学ぶ。


























































































































































































































